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２０１９年

あんなに暑かった季節がいつの間にか通り過ぎ、道に咲く街路樹や遠くに見える山の色も深

緑からうっすらと黄紅に色づきはじめましたね。朝目覚めて涼しい空気を吸い込んだ時、しっ

かりと目が覚める気がします（笑）今年度がスタートして気が付けば折り返しを過ぎ、なんと

あと２か月で２０１９年が幕を下ろそうとしているではありませんかっ(*´ω｀*)！！今年一

年を振り返った時、悔いが残らないように今月もたくさんの経験をしていきたいと思います☆

★

この絵本はお母さま、お父さまのお二人でぜひとも見ていただきたいです

(#^^#)

両親に愛されて産まれてきたお子様たちですが、実は子どもたちも生まれて

くる両親を選んでいたというお話。赤ちゃんができて、産まれてくるまでの

お父さんやお母さんの心境を優しさ溢れる詩と絵で綴ってくれています。父

となり母となった日の少しの不安と期待に満ちた気持ちを、わが子を初めて

抱いた愛おしさを再確認させてくれるとてもとても素晴らしい一冊です✨✨ 鮫島浩二 作 ・ 植野ゆかり 絵

１０月のキッズたちは、楽しい行事へむけ、皆で力を合わせて準備

をしよう！というねらいのもと、衣装作りや室内の装飾をしていきま

した。それぞれが着たい衣装を考え、シールや画用紙、中には段ボー

ルを使う子もいて子どもの想像力は無限だなあと改めて感じました。

もちろん衣装作りだけでなく、室内や室外での活動も楽しみました

(*^-^*)

この活動は、障がい者の能力・才能を芸術を通じて発信し、多くの人にアー

トの楽しさを伝え、誰もが輝く「共生社会」の実現を目的としています。２０

２０年の東京パラリンピックで都内アート展を開くことを目標に、２０１６年

から同法人の障害者支援施設シーズが中心となりおこなっている活動です。毎

年、様々なアーティストの先生方とワークショップを行い、感熱紙、カラフル

な針金や平ゴム、マスキングテープや段ボール等を使った作品作りを行ってき

ました。

４回目となる今年は木の家の模型にマスキングテープや色とりどりのシール

を思い思いに貼って自分を表現する作品作りに子どもたちも挑戦します。

プラットアートプロジェクトの由来

誰もがぷらっと気軽に立ち寄れる、オープンなプラットフォームという意味

を込めています。
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